
１．全国におけるきのこ生産の現状

わが国では、年間約40万tの生きのこが生産されてい

る（平成18年特用林産基礎資料)。第１図に示すように、

生シイタケとヒラタケは1990年以降減少傾向にある。し

かし、ナメコ、エノキタケの生産量は1975年から右肩上

がりに増加してきた。一方、プナシメジ、マイタケ、タ

モギタケ、エリンギは新参きのこであるが、この中でプ

ナシメジとマイタケの生産杜が著しく増加した。生産さ

れるきのこの菰類は多くなり、生産趣も1990年から2006

年まで年平均４％ずつ上昇している。
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している。本稿では、きのこ生産、おが粉流通、および

廃培地利用について、全国と千葉県における現状を解説

する。また、廃培地を有効利用するための研究が海外お

よび国内の研究機関で進められていることから、廃培地

利用の新たな方向性を見いだすため､拭験例を紹介した。

なお、畜産関係の鯛査と情報提供に関して、平野和則、

大泉長治、岡崎好子の各氏、廃培地利用調査に関して、

秦野雅徳、村井弘好、野原咲江、佐野紗代子、佐藤哲也

の各氏、マテパシイおが粉を利用したきのこ栽培に関し

て、今関連治、勝本慶子、森田司、坂本知禰の各氏にそ

れぞれご協力いただいた(所属略、アルファベット順)。

厚く御礼申し上げる。

Ｉ は じ め に

“バイオマス”とは、再生可能な生物由来の有機性資

源で、化石資源を除いたものと定義される（｢バイオマ

ス・ニツポン総合戦略（平成14年12月27日間雛決定)｣、

以下『戦略」とする)。きのこ生産の培地用おが粉は、

背板、端材などの製材残さを主原料とした針葉樹材、あ

るいは未利用樹を主体とした広莱樹材から製造される。

したがって、おが粉はバイオマスに咳当する。脊板とは、

円柱の丸太から角柱の柱を製材する際に排出される片側

に丸みのついた板である。バイオマスの利活用は地域の

特性や利用方法に応じて多様となるため、地域ごとにそ

の実情に即したシステムを構築することが必要である

（｢戦略j)。おが粉などの木質バイオマスについても、

その地域の実情に応じて利用することが亜要と考えられ

る。さらに､バイオマスをその地域内で消費することは、

輸送費軽減という経済性の面から評価され、輸送費唾減

は余分な二酸化炭素排出の削減という潔境面へも貢献す

る。

一方、きのこを生産した後の培地である廃培地は、『循

環型社会形成推進基本法（平成１２年６月２日法律第110

号)」における“廃棄物等',に咳当する。廃棄物等のう

ち有用なものを“循環資源”といい、廃培地も再利用さ

れることにより、循環資源になり得る。循凍資源につい

ては、その処分牡を減らすことにより顔境への付加を低

減する必要があり、できる限り循環的な利用がおこなわ

れなければならない（同法)。また、バイオマスの鱗カ

スケード的（多段階的）利用'，を図ることも薗要とされ

ている（『戦略｣)。従来から、食品残さはたい肥化され

て利用されるが、食品我さを用いてきのこを栽培し、そ

の後廃培地をたい肥化する（寺喝ら、2007）ことは、カ

スケード的利用である。千葉県内では、おが粉培地利用

により、シイタケやヒラタケなどのきのこが、年間約

1,409ｔ（2006年）生産されている。これに伴い、培地

の主材料であるおが粉が流通し、生産後に廃培地が発生

Ⅱきのこ生産の現状

受理日2008年９月30日

千葉農林総研研報（CAFRCReS・Bun.）１：１－１２（2009）

150

０

０

０

５

１
（
一
汁
）
劇
闇
謝

０

１９７５１９８０１９８５１９９０１９９５２０００２００５

第１図全国におけるきのこ生涯f壁の推移

（1975-2006年）

注）平成18年特用林産基礎資料より作成。
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